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近年、日本において甚大な組織事故や企業不祥事が多発している。なかでも、2011年3月11日に起
きた東日本大震災とそれに伴う大津波によって、東京電力福島第一原子力発電所では、複数の原子
炉がメルトダウンを起こし、過酷事故(Severe Accident)へとなった。この未曾有の経験は、企業そして
社会の「安全性とは何か」を広い視野から根本的に見直す契機ともなった。本研究では、原子力発電
所やその他の重要インフラ企業における安全文化、そして、Weick & Sutcliffe（2001、 2015）が提唱す
る高信頼性組織（High Reliability Organization）について、理論および実証の両側面から検討し、新た
な安全文化モデルの構築を目指す。

研究概要

①社会的な影響の大きい重要インフラ企業に対して、安全文化がどれほど構築されているかの検証と
 分析を行い、また、高信頼性組織の考え方を提案していきたいと考えている。

②組織事故を起こした企業に対し、その事故の技術的要因ではなく、組織的要因に注目して、事故の
 原因や再発防止に対して、ともに考察していきたい。

産学連携の可能性（アピールポイント）

①外部資金受入実績：2015〜17年度科研費・基盤研究(C) 「重要インフラ企業における安全文化構
 築に関する研究」（研究代表者）

②外部資金受入実績：2016〜19年度科研費・基盤研究(B) 「日本企業の高信頼組織化：組織的視点
 からの安全とセキュリティの追求」（研究分担者）

③外部資金受入実績：2020〜22年度科研費・基盤研究(B) 「これからの組織に求められる危機への
 対応とレジリエンス：高信頼組織論の視点から」（研究分担者）

外部との連携実績等
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